
 

ネパール コミュニティ防災強化事業 

対象国・地域 ネパール連邦民主共和国 

事業概要 

（経緯・背景） 
ネパールは、複数の災害リスクにさらされている後発開発途上国のひとつ

です。地震、洪水、地滑り、落雷、雪崩などの自然災害に加え、火災や感染

症、交通事故などのリスクも抱えています。一方で、20年に及ぶ国内紛争と

政情不安により、公共サービスの整備は立ち後れ、安全な飲料水へのアクセ

スや保健医療・衛生環境は、同じ南アジア地域と比べても十分ではありませ

ん。1971年から 2017年の 45年間で、同国の災害による死者は４万人、負傷

者 75,000人、被災した人の数は 300万人に上りました。 

 依然として公共サービスにアクセスできない人々や、災害時に弱い立場に

置かれる人々が必要とする支援を受け取ることが出来ない現状を踏まえ、日

本赤十字社（以下、日赤）は、ネパール赤十字社（以下、ネパール赤）とと

もに、これまでの事業の中で培った知見を土台に、同国の中でもとりわけ災

害リスクの高い地域において、災害に備えたより強い地域づくり（コミュニ

ティレジリエンス強化）を目指して 2021年１月から事業を実施しています。 

事業期間 事業全体：2021年１月１日～2023年 12月 31日※ 

※現地での新型コロナウイルス感染症拡大により、本事業の活動を感染症対

応にかかる予防啓発活動に振り替えていることから、事業期間については延

長となる場合があること。 

場所・対象 ２州３郡１市３村（受益者 26,000人） 

・ピュータン郡（左） 

・東ルクム郡（中央） 

・東ナワルパラシ郡（右） 

 

 

 

 

 

 

 

目的 

（上位目標） 

地域の災害への備えとネパール赤の災害即応体制を強化し、地域における災

害リスクの削減に寄与する。 

事業目標 １ 村落コミュニティが災害対策のため団結する。 

２ 特に脆弱な人々が災害に対する知識を身に付け行動変容が促される。 

３ 給水設備や地滑り対策の防壁など災害対策インフラが整備される。 

４ ネパール赤の事業実施基盤が強化される。 

活動内容 １．村落コミュニティの活動基盤強化 

・各村における自主防災組織の結成と能力強化研修の実施 

・各村における災害リスク調査の実施や災害リスク管理計画の策定 

・救急法や保健衛生にかかるボランティア能力強化研修の実施 

２．行動変容を促す意識啓発・普及活動 

・災害や保健衛生リスクに関するパンフレット配布と意識啓発行事の実施 

・ボランティアによる防災啓発のための世帯訪問活動の実施 

・村落や学校における防災訓練の実施や集会など学び合いの促進 

３．災害対策インフラを整備する活動 

・ネパール赤による行政の広域防災計画策定の支援 



 

・災害に強い給水設備の整備(学校含む) 

・地滑り対策の防壁や洪水対策の護岸工事によるインフラ整備 

４．ネパール赤の事業実施基盤を整備する活動 

・支部職員を対象とした救護研修など能力強化研修の実施 

・災害対策本部室や支部社屋など支部インフラの整備 

５．新型コロナウイルス感染症対策支援の活動 

 ・ボランティアや職員の感染防止予防活動（医療用手袋の調達等） 

 ・感染者隔離施設における医療インフラの支援（オキシメーター等） 

事業費総額 110,000千円 

直近の主な成果 同国における新型コロナウイルス感染症の再拡大を受けて、ネパール赤と協 

議を図り、2021年６月から当面の間本事業を新型コロナウイルス感染症対 

応に係る活動に充当することとして、以下の活動を実施しました。 

・感染症予防啓発パンフレットの配布：３郡 3,600部 

・簡易手洗い設備の設置、水道設備の改修：３郡 16か所 

・医療機器（パルスオキシメーター、酸素濃縮器）、酸素ボンベの購入、設置：

３郡 123台 

・心理社会的サポートに関するオンライン研修の実施：１郡参加者 31人 

・救急車のベッド等設備の交換、整備：２郡５台 

・ボランティアへの感染症対応研修、予防接種会場へのボランティア動員 

・石鹸、タオル、マスク、消毒液等の購入 


